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の 

二
五
）

答

弁

第

二

五

号 

    

衆
議
院
議
員
並
木
芳
雄
君
提
出
交
通
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
第
二
五
号 

昭
和
二
十
九
年
六
月
十
五
日 

衆

議

院

議

長 

堤 
 

康 
次 

郞 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

吉 

田 
 

茂 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
並
木
芳
雄
君
提
出
交
通
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一 

京
王
帝
都
電
鉄
申
請
の
吉
祥
寺
、
東
久
留
米
間
と
、
西
武
鉄
道
申
請
の
武
蔵
関
、
武
蔵
境
間
及
び
関
前
橋
、
田
無
町
間

に
つ
い
て
は
運
輸
審
議
会
に
諮
問
中
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
路
線
は
近
接
し
競
願
関
係
と
な
つ
て
お
り
、
又
公
聴
会
に
お

い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
に
対
し
て
人
家
の
移
転
、
商
店
街
の
問
題
等
強
硬
な
反
対
公
述
が
あ
つ
て
結
論
を
み
ず
慎
重
に

検
討
中
で
あ
る
。 

な
お
、
京
王
帝
都
電
鉄
申
請
の
富
士
見
ヶ
丘
、
三
鷹
間
は
、
現
在
東
京
陸
運
局
に
お
い
て
実
地
調
査
中
で
あ
り
、
意
見

進
達
あ
り
次
第
、
資
金
及
び
工
事
計
画
を
検
討
の
上
、
運
輸
審
議
会
に
諮
問
す
る
予
定
で
あ
る
。 

三 

武
蔵
境
駅
の
南
口
設
置
に
つ
い
て
は
、
国
鉄
の
要
員
、
予
算
等
の
現
状
か
ら
み
て
早
急
の
実
施
は
困
難
で
あ
る
。 

四 

本
宿
駅
は
、
南
武
鉄
道
株
式
会
社
線
を
買
収
し
た
昭
和
十
九
年
四
月
に
は
す
で
に
そ
の
運
輸
営
業
を
し
て
い
な
か
つ
た

も
の
で
、
現
在
の
国
鉄
の
新
駅
設
置
基
準
に
照
ら
し
て
駅
間
距
離
短
く
国
鉄
営
業
の
現
状
か
ら
み
て
差
し
当
り
実
施
困
難

で
あ
る
。 



二
及
び
五 

武
蔵
境
、
武
蔵
小
金
井
間
及
び
立
川
、
国
立
間
の
新
駅
設
置
に
つ
い
て
は
、
駅
間
距
離
比
較
的
短
く
、
た
め
に

中
央
線
電
車
輸
送
に
及
ぼ
す
影
響
も
少
く
な
く
、
且
つ
、
設
置
に
は
多
額
の
工
事
費
を
要
し
、
要
員
事
情
そ
の
他
か
ら
み

て
も
早
急
の
実
施
は
困
難
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 

四 

 




